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(I) T < FE < IT より T の 整数部分 は
、
8

。
1 1

1 1

Ft T.in = 8-5=24

(2) FF -5 の 小数部分 は T の 小数部分 と 同じ
。

i. たE - 8

斗 で+4七 = ft ( t + 1 6 ) = 本 (T - 8 ) ( +8 )

= f { (T ) 2-82 }
= 本 ( 65 - 64 ) = I

→

T の 整数部分 と 小数部分

FF < AT < ndtlrit となる b を 見つけて

ら ら+1 ・ 整数部分 は b
、

☒ 小数部分 は F - b
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①
_
②

-
(1) 3木行の 正の 整数 の 百 ・ 十 、

一 の位 を 9
.
b

.
C と する と

、

a + b + C = 7 . . . ①{ 100 c + 10 b + a > 100 a to b t C . . . ②

② より 99C -99 a > O → C > a

b = 0 の とき ( 9 . C ) = ( 1 , 6 ) ( 2
,
5 ) ( 3

.
4 )

b = 1 a ( 9 .
C ) = ( 1

, 5 ) ( 2 .
4 )

b = 2 /1
= ( 1 、 4 ) ( 2 、 3 )

b = 3 ク
= ( 1 , 3 )

b = 4 /1 = ( 1
,
2 )

b = 5
.
6 の とき は なし 。 以上より興/

(2) (i) 百 の位 と 十 のイ立 を 入替 の とき

100 b + 10 A + C - ( 1009 + 10b t c ) = 90

90 b - 9 0 9 = 9 0

b -a= 1 となる 組み合わせ は ( a . b ) = ( 1 ,
2 )

S の 8通り
( 8 ,

9 )

これ が C = 0 ~ 9 それぞれで あるので 8×10=1𦥯
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(-2,8)

( 2 , 8 )

(1)
。 A ( 2 .

8 ) で は軸対象 の

B ( -2,8 ) が 決まり 、

BA = 2 - C - 2 ) = 4 と なる 。

☒ D の つく座標 を 七 と する と
、 D ( t 、 2で ) 、 C ( - t 、

2で )

CD = t - ( - t) = 2 t = DE なので

CE = CD t DE = 2 t t 2 t = 4t = BA = 4

i. t = 1 以上より D ( 1
,
2 ) E ( 3

.
99 )

D と E の な 座標 は 等しい ので 2 = 9 a a = デ
-✗

(2)
☒ △BCF は BC を 底辺 として

頂点 A を AE上で 和ヲ重力 ( -2,8 ) ( 2 .
8 )

させ て できる 三角形 と面積
は等しい ので

△ BCF = △BCA
D

(-1.2 ) ( 3 .
2 )

△ BCA =

BA × ( BA と は吽ヨッ

この まま 底辺 を BC
= 4 × 6 × I = 1 2

/ーー の まま に してる と 高 さが

求まらないので 底辺 を BA
と したら
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ET 弘
い

っぷ
(1) 2秒後は AP = FQ = 2cm の ところ

に いる ので 石図 と なる 。

④ BE は 円 に 内接する 正六角形 の

対角線 で あり
、
直径 なので < BAE = 90

°
となり

△ APQ は 30968.90
°
の 直両 三 両形 と なる 。

AP = 2 cm なので AE = 2Bon

i. △ APQ = AP × AE × t
= 2 × 253 × I = 2

,、

(2)

(1) と △ CDA となる 土易合

が △ APQ = 2B なので

面積 が B になる の は 次の

2 つ の場合 で ある 。

(i) P が AB上 、
Q が FE上

に ある とき

(ii) P 、 Q が CD 上 に ある とき

nano 続き



(i) P が AB上 、
Q が FE上

に ある とき

z

前7一つ(
P /

。 。
。 。一つ(

もが
H
7 り '

A
2

i 、
.

300
つ(

☒ PH / BE なので < HPA = 60
°

で

PH = も
、 HA = E つ( と なる 。

△ PH A 三 △QIF なので IE = PH = 事 となる 。

④ △ APQ = PQ × HA × I = ( a +2 ) × En × t
=
Penalty)
4

Bryant) = Fs なので 「3 つに+253 つ( = 4B

両辺÷B が+2つ( -4=0 つ( 70 より つく = - 1 +

- 1 V5秒後
-

Niels (ii) P 、 Q が CD 上 に ある とき

は 次 の ページ 。

Q 正六角形 の いろいろ な 角度 の 利用 。

• 底辺 と 高 さ を どこ に する か !



(ii) P 、 Q が CD 上 に ある とき

p
・

J

J Q

JP
。

1 0 - 2 )(

Q
' A

方針○ △ APQ = PQ × JA × t
(底辺 ) (高さ)

PQ = ( ABCDEF) - { ( Pの移動キョリ ) + ( Q の移動キョリ ) }
10 つ( x

= 1 0 - 2 つ(

A から CD へ の 垂線 と CD と の交点 は C なので
B

J = C で あり JA = CA = 2B
2

△ APQ = ( 1 0 - 2と ) × ZB × キ c I が
「3
人
F / A

B = NB - 2Px
9

2 に 9B つに さ f秒後
-

以上より (i) と (ii) の場合 が 答えとなり

- HA秒後
、
I秒後
-

動点問題 は 辺の長さ と 移動キョリ の

関係 から 長さ を求め て進める 問い が 多い b
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ポ "

い① 75°

ヽ =

𠂉
①75°

(I) ) 30
,

① △ ABC は AB - AC
、

頂角 30
°

の 二等辺三角形
なので 2つ の 底国 は 等しい ので 〈 ACB = < ABC

= ( 1 80 - 3 0 ) ÷ 2

= 75
°

② < ADB = LA CB = 75
°

なので

4点 A
.
B

. C .
D は 同 一 円周上 にある 。

i. LBDC = L CAB = 30
°

△ PCB は 二等辺三角形 なので 、
〈 CBD = < CDB = 38

.

'

. < ABD = 752300 = 45
°

→

四角形 の 問題 は
「
同 一円周上 」 の

点 を 選択月廴に入れて解き始める と

手詰り を 防ぎ やすい b



ポ 45
°

E が
① E から AB へ の 垂線の 交点 を H

と し
、
E H = A と おく と

p
。
。
\ =

二 300
EH i EB = 1 : た より ) が 、 7 リ

EB = Fa H 45。

② △ AEH は 3 0? 60990 ° の 直角 三角形 となり .

EA = 29 、
AH = BA と 表せる 。

i A B = A C = ( Est l ) a

CE = A C - AE = ( Est Da - 2G

= ( F - 1 ) a

③ △ ABC こ △ B CE = AB i EC

= ( EstDa i (B - 1 ) G

= B + 1 : B - 1

Ft 1
i. △ ABC =
Fi △ BCE

=
( 53 + 1 )は
一一

州
△ B CE

(B - 1 ) (B + 1)

=
4 + 2「さろ △ BCE = (2+83) △BE

2 +「
✗𥫣
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(1)
0

ACWABTBTTEL = 2F ref

O A = 0 C = 2 なので
2
旔、 1 2

△ AOC は たた た の

直角二等辺三角形 となる 。
AE "

zF /
1
C

△OMC において 三平方 の定理

を 用い て
、
MC = NMTOCMT = FE
→

(2)

☒ < H 。M = 180260
°
× 2 = 60 °

M
、

方上 2
と なり △ H OM は 1 : 2 =B の

直角 三角形 となる ので )
C

14 0 = 1 より HO = I
,
MO = f

△ H MC において 三平方 の定王里より

MC = EMHHHLE = ITFEFF
→



0

CM
A
d ^

B
I

方④
求める 図形 の 面積は△ MBC t △ MBC '

c
'

(i) △ MBC = BC × MB × I
= 2 × FS × I = 「3 M

B '
(ii) △ MBC

'
= BC

'
× IB × I

= 2 × も × I →
さい ピ"
I も B

以上 より も tB
→

空間 図形 は 平面 に

次元 を 落とす こと で

考えやすく なる b


